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イサキを次世代に残すために
　熊野灘の好漁場をようする紀北町紀伊長島区では多種多様な漁業が営まれています。中でも沿岸漁業（19トン未満の漁船を使用する漁業）で盛んなものとして、定置網、一本釣りなどが挙げられます。イサキはこれらの春から秋にかけての重要な対象魚種で、多くの漁業者が一本釣りに従事しています。
　このイサキをこれから先も、持続的に漁獲していくために、長島町漁協の漁業者は下記のように体長制限や操業時間の取り決めや、イサキの生態を把握するための調査を実施しています。
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イサキ
　イサキ Parapristipoma trilineatum は南西諸島を除く、千葉県・新潟県以南の黒潮流路の影響を受ける海域の比較的浅い岩礁域に生息しています。
　平成15年の三重県における漁獲量は約350トンで、特に紀伊長島地区と志摩半島の和具地区で多く漁獲されています。主に一本釣りで漁獲され、旬である梅雨時期には脂がのって大変美味しい魚です。
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体長制限
魚の資源管理の方法の一つとして、繁殖保護に関するものがあります。魚は卵から育つので、卵を持った親魚を取りすぎると、生まれてくる稚魚の量が減ってしまい、資源の減少につながります　このため、長島町漁協の漁業者は全長18㎝以下のイサキが釣れてもその場でリリース（再放流）しています。このことによって、卵を産む親魚を保護し、持続的に資源を利用できるよう、努力しているのです。
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標識放流調査
我々の住んでいる陸上と異なり、海の中の魚は直接見ることができないので、まだ生態の分かっていない魚介類がたくさんあります。イサキについても、優れた研究事例はあるのですが、この紀伊長島区周辺での実態はあまり把握されていません。このため、ここの漁業者は、釣れたイサキの小型のものを集めて、スパゲティタグと呼ばれる標識を付けて放流し、移動や成長を調査しています。
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報告にご協力をお願いします
　全国で様々な魚種についての標識放流が行われています。漁業者や行政などが目を光らせていますが、どこまで泳いでいくか分からない魚のことですので、これを読んで頂いている方のところで獲れるかもしれません。もし、標識の付いた魚が揚がった場合には県や市町村などの水産部局や水産試験場などの研究機関にご一報いただければ幸いです。
　左：イサキに付けられたタグ。報告を頂いた方にはイサキ組合からささやかながらお礼の品をお送りいたします。
